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Abstract

　Tomatoes　were 　gro“ m 　oll　substrates 　made 　of じedar 　l〕ark　to　investigate　the　e幵bcts　ofdecotnposition 　changes 　in　phys めlogjcal

and 　chelnical 　properties　ors ロbstrates，　thc　concentrations 　ofthe 　cemponenLs 　in山e　solutien 　within 　the　substrates ，　and 　tle　growth
and 　yieldoftonlatoes．　Thc 　substrates 　were 　fixed　in　a　closed 　hydroponic　syslcm 　with 　a　capillary 　uptake 　method ，　The　liquid　and

gascoロs　phaseg　oftlle　substrates 　didnot　dif慣er，　while 　thc　solid 　phase　decreased　as　decomposition　prc〕ceeded ．　As　dccompositlon

prDgressed，　the　annual 　weight 　loss　in　the　substratcs 　grcw 　smaller ，　CEC 〔，fthe　subs1rates 　incroascd，11itl’ogen 　absorption 　by　the

substrates 　decreased，　and 　thc　NO ，
．−N　level　in　the　solution 　within 　tle　substratcs 　tc／nded 　to　fluctuate　higher．　K，　Ca，　Mg 　levcls　in

the　se］uti〔川 wiLhin 　the　substrates 　were 　h正gher　in　substratc 　used 　For　fis，eyears 【han　in　substrates 　uscd 　lcss　than　thエee　years，Tbere

were 　llo　di俤erence 　in　stcm 　diameter　of 　tomato　plants　at　tlie桁 st　and 　third　clusters ，　except 　that　plants　showcd 　thinner　stems 　on

the　one −year−old 　substrate ，　The 　yioId　of 　tomato　fnユits　tended　to　be　higher　on 　txs，o−ycar−old 　substrate 　than　on 　one −year−01d 　sub −

strate．　The 　yieldwas　lowcst　en 　the　five−year−old　substra しe．　lt丶vas　suggcstcd 　that　the　substrate 　be　replaced 　after　6ve 　ycars・
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緒　　言

　養液栽培は 水耕 と固形培地 耕 に 大別 され る．設置面積は

固形培地 刔が 大きく約 61％ を占め，培地素材は ロ
ッ ク ウー

ル が 最も多い 儂 林水産省 2005），ロ ッ ク ウ
ー

ル 培地は，

緩衝能が ほ とん どなく，保水力が高 く水 は作物 が 吸収 しや

すい 状態 に ある こ となどが 特徴 とされ て い る 〔池 凵」，2003）．

しか し，原料が 玄武岩あ る い は 輝緑岩 と鉄鉱石の 鉱滓で あ

る た め ，そ の 取り扱い に あた り人体へ の 害や使用後の 培地

処 理 の 困難 さが 指摘され て い る．こ の た め，安全 な取 り扱

い が可能で牛産性が高く，使用後の 処理 の 容易な培地 が 求

め られ て い る．

2006年 3月 20 日　受 付．2006 年 7 月 13 口　受 1里．

本報告の
一

部 は 園芸学 会平成 17 年度春季大会で 発表 した ，
＊ CQrrespα 1ding　auth 〔｝r．　E−lnail：ishiharayO2＠pref．tochigi．jp
a

現在 ；栃木県 ド都賀農業振興事務所

　近年，樹皮，ピー
トモ ス ，や し殻繊維な どの 有機質素材

を培地 と し て 利用 す る研究が 行わ れ る よ うに な っ て きた．

細 川 ら （200］） ぱ，有機培地 の 物理性，水分保持特「生を解

明 し，ロ
ッ ク ウール 培地 と比較 して ス ギ樹皮培地，や し殻

とバ …ク 堆肥の 混合培地の 実用性を 認め て い る．ス ギ樹皮

は 国内で 入 于 μ∫能で あ り，峯岸 ・久地廾 （1989）は洋 ラ ソ

類の 培地 に 好適で あ る と報告 して お り，植木 ら （1999）は

ス ギ樹皮を 培地 と した イチ ゴ 養液栽培 シ ス テ ム を 開発 して

い る，全国 の 製材工 場か ら排出され る ス ギ などの 樹皮量は

年間374 万 m
コ

と推定 さ れ，十 壌改良資材や 燃料 な ど と し

て 利用 されて い る
一

方 で
， 排出量の 13．8％ の 樹皮 は 焼却処

理されて い る 〔伊神 ・村 田，2003）．しか し，焼却炉 に 関す

る 規制が 2002 年に 強化 され，焼 却 処輝 が 困難 な状 況 と な っ

て お り，樹皮 の 利用促進が 求め られ て い る．

　著者らは，培地 に ス ギ樹皮 を用 い，培養液を培地一ヒ部 お

よび毛管現象を利用 して 培地 ド部 よ り供給す る 1毛管給液

を併用 した閉鎖型養液栽培 シ ス テ ム 」 を 開発 し，ト マ ト の

1］3
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み か げ の 成分吸収濃度 か ら給液管理 法 を 明 らか に した （石

原ら，
2006）．糠谷 （2001）は ， 培地 の 素材に 応 じた養水分

管理 の 検討 に 加 えて，物理的な観点か ら培地特「生を解明す

る 必要性 を述べ て い る．養液栽培 で 2 作連用 した ス ギ 樹皮

は，そ の 細胞壁の 厚さお よ び 形状 は 変 わ らない 〔篠原 ら，

2002） と され て い る が，　 ・方連用 に よ り腐朽や 堆肥 化が お

こ り理化学性 は 変化す る こ と が 予測 さ れ る，細川・前田

（2003）は，ス ギ 樹皮培地 で 促成 ナ ス を 2 作連用 して も収 量：

は 変わ らない として い る が，培地 の 理化学性 の 変化に つ い

て は 言及 し て い ない，

　 本 実験 で は 毛 管給液 を併用 し た 閉鎖型養液栽培 シ ス テ ム

に お い て ト マ ト促成栽培 を行 い ，連川 した年数 の 異なる ス

ギ樹皮培地 が 理 化学件，培地 内溶液の 無機成分濃度，ト マ

ト の 生育 お よ び収量 に 及 ぼす影響 に つ い て検 討 した．

材料および方法
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　本実験 に 用 い た 培地 素材 は，ス ギ樹皮に ヒ ノ キ 樹皮 を数

％ 混合 した も の （以 ド，ス ギ樹皮 とい う） と L た ．供試 し

た ス ギ樹皮培地 は，粟野町森林組合 〔栃木県）が 近隣 の 製

材工 場か ら集 めた ス ギ樹皮 を約半年間野積み 後．以 下 の と

お り作製 され た．粉砕中に 撥 水性 を 軽減 さ せ るた め の 界面

活性剤を処理 した 後t の りを噴霧し幅 20cm，長 さ 40　cm ，

厚 さ 7cm の 金型 に 詰 め，常圧 ドで 100°C の 熱を 1時間加

え 成型化 し た ．ス ギ樹皮培地 の 密度は 218、7± 14．3g ・L
−1

で

あ っ た，本実験 は 栃木農試場内に ある 硬質 フ ィ ル ム 施設 に

設置した 毛管給液を併用 した 閉鎖型養液栽培 シ ス テ ム （LJ、

下，本 シ ス テ ム と い う）を用 い て 実施 し た．

　処理区は，本 シ ス テ ム を用 い て ト マ ト促成栽培 を 行った

ス ギ樹皮培地 の連用年数 に よ り次 の とお り と した．新品で

初 め て 栽培 に 供す る 1作 目を 1年区，1作栽培 した 2 作 目

を 2 年区，同様 に 2 作連用 した 3 作 目を 3 イ
ト区，4 作連川

した 5作 日を 5 年区 と し て ，4処理区を設けた．前歴 とな

る トマ 1・促成栽培 は，9 刀播種，10月定植 で 第 ［O また は

12花房 ま で 収穫す る 年 1作の 作型 と し た ，栽培終 r後 の ス

ギ 樹皮培地は 井戸水 （EC ： 0．18　dS・m
−
］

，　 pH ：7．O，　 NOs−N ：

O．2　me ・L
−
⊥

，　Ca ：1．O　me ・L1，　Mg ：0．4　me 。L−1，　SO4 ：0．4　me ・

L1 ）で 肥料分 を洗い 流 し，次f乍まで rk
’
リエ チ レ ン で 密 封 し

保 管 した ．さ らに，定植前 に 各処 理区 と も井戸水 に 十分浸

漬した．

10！】 ⊥2／1　　　　　　2／1　　　　　　4fユ

　 　 　 ロ付 （月〆日）

第 1 図 給液 EC お よ び 上部給液量 の 管埋

6A

　 トマ ト岶種は 穂木 に
‘
ハ ウ ス 桃太郎

t

，台木に
‘
が ん ば る

根3 窄 を供試 した．穂木 お よ び 台木 と も2003 年 9 月 9 日

に 播種，本葉 2 葉期 の 9 月 24 口 に 接木 し た 後本葉 4 葉期 の

苗を 10月 9H に 本 シ ス テ x・に 定植 した．昼温は 23°C で 天

窓が開 くよ うに 設定 し，夜温 は 温湯暖房に よ り16℃ を維

持 した．第 【花房 の 開 花 は 11月 L句 に 始 ま り，各花房 と も

4−CPA （ト マ ト 1・一ン ，100倍希釈）液を噴霧し，着果確認

後 1花房当た り4果となる よ う摘果 した，4 月 1 日に 第 15

花房上 の 2 葉 を残 して 摘心 し，6 月 7 口に 全 て の 果実を 収

穫 し栽培 を終了 し た．培養液組成 は前報 （石 原ら，2eo6）

の 改良処方の
一

部 を変更 し，NO3 −N ：P ：K ：Ca ；Mg ：SO4−

7．O ：2，0 ；4．9 ；3．2 ：1．2 ：1．2　me ・L
．．1

と す る 組成 濃度 と し

た．培養液濃度は 電 気伝導度 （EC ）で 表 し，給液 EC お よ

び 培地 トか らの 給液 （上 部給液）量 は第1 図の とお りと し

た，毛管吸水槽 へ の 給液 〔下部給液）は ，培地 底面か ら培

養液面 ま で の 距離 が 3cm 程度 に なる よ う適宜 行 っ た，定植

株数は 1 区当た りの ベ ッ ド長 3，3m に 14株 （栽植密度 2300

株 ・10a
−1

相 当） と し，2反復 した．

　栽培終了後に 各処 理 区の 二 相分布，湛水後 の 培地 の 重量

変化，陽イ オ ン 交換容量 （CEC ）お よ び窒素 の 取 り込みを

以下 の 方法 で 調査 した．ま た，処工掣区とは 別に 新品の ス ギ

樹皮培地 （以 下，新品 区 とい う） に つ い て も同様 の 調 査 を

行 い，処 琿 区 と比較 し た ．測定点数 は 窒素の 取 り込み が 5

点，他 の 項 目は 3 点と した．三 桐分布 は，採土管 に試料を

第 1表 　ス ギ樹 皮培地 の 連川 が 三 相分布お よ び CEC に 及 ぼ す影 響

三 相分 布 〔％〕
処 琿 区

固相 液相 気相
仮比重 CEC 　（me 。1009

一
り

新品区

1年区

2 年区

3 年 区

5年区

11．4　aZ9

．6b9
．3b7
．3c7
．2c

20．7b34
．5a33
，6a39
．8a40
．8a

68．Oa55
．9b57
、2abS2
．9b52
，0b

0．IS6aO
，140abO
．133bcO
，122じdO
．106d

55．9d79
．4c96
．Obcl13
，5　b140

．7a

z

同
一
文字間に は Tukey多重検定 （P ＜ O，05） で 有意 差 な し
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詰め，秒柱法 に よ り pFL5 に 調整 し た と ぎの 固相 率，液柑

率，気相率を測定 した，湛水後の 培地 の 重量変化は，培地

を井戸水に 十分浸漬し て 本シ ス テ ム に 移し，0．5，1，5，10，

20
，
30，120 分後 に 重 量 を 測 定 し，0．5 分 後 の 重量 に 対す る

割合 （重量変化 の 割合 一〔（0．5分後グ）重昂：
一測定時の 重量）

10．5分後の 重量） x100 ）で 表 した．　CEC は 培地を乾燥，粉

砕 して試料 と し，シ ョーレ ン ベ ル ガ ー法 （松中，2004）に

よ り測定 した．窒素の 取 り込み は 次 の とお り調査 した．試

料を井戸水で 洗浄後 ECI ．4dS ・
ms の 培養液に 1 日間浸漬

後，重力水を 排出 し た ．そ の 後，ポ リエ チ レ ン 袋 に 入れ密

閉 し，25 °C の 恒温器 で 1，10，20，40，80 口間保存した，

試料を 毎分 4750 同転 （約 2000G）で 10分間遠心分離 し，

分離した溶液の NO デ N 濃度を イオ ン ア ナ ラ イザー
（［A−100，

TOA ）で 定量 した．

　栽培中に お ける ス ギ 樹皮培地 の 溶液濃度ぱ ，1 区当た り

2 か 所，培地中央部 に 埋設 した ポー
ラ ス カ ッ プ 〔ミ ズ トー一

ル ，人起理 化⊥ 業） で 採取 し た ．そ れ らを 等 量 ずつ 混 合 し

て サ ン プ ル と し，EC （CM −30，　TOA ）お よ び pII （F−21，

HORIBA ）を測定 Lた後，前述 の イ オ ン ア ナ ラ イザー
で 無

機成 分 濃度 を定 量 した．収穫は 1 週 間に 2 同 行い ，可販果

は 80g 以 E と して 健全果 ， 空 ど う果 お よ び そ の 他 に 分 け，

果数 お よ び 果重を調査 した．茎径 は 奇数段花房 の 花房下

lCm の 短径を各花房 の 収穫終了時に 測定 した．

結　 果

　栽培終了 時の 各処理 区の 三 相分布，仮比重お よ び CEC を

第 1表 に 示 した．連用 に よ b固相率お よ び仮比重 は 低下 し

た．液相率 は 増加，気相率 は 低 ドす る傾向が み られ た が，

右意差は 認め られなか っ た．新品区 と比 較す る と，固相率

お よ び 気相率は 2 年区 の 気相率を除き，各処 理 区 と も有意

に 低 く，液相率は い ず れ の 処理 区 と も有意に 高か っ た．CEC

は 連用 に よ り高 くな り，新品区に比 べ て 1年区で は 約 1．4

倍，3 年区で は 2．0倍，5 年区で は 2．5 倍 とな っ た．また ，1

年間に 変化す る CEC ぱ，新品区 と 1年区で 差 が 最 も 大き く

23．5me ・100　g
−1

で
， 連用す る に したが い ・」・ さくな る傾向で

あ っ た．

　湛水 後 の 培地 を 本 シ ス テ ム に 移 した 後の 培地 の 重量 変化

の 割合 を第 2 図に 示 した．重 量 変化の 割合は 各処理区 と も

5 分以 内に 急上昇した が，10分後 か らは緩や か に上昇 した，

そ の 割 合は 使用 年数 が 長 くな る ほ ど 小 さ くな っ た．一方，

新品区で は 各処理区 よ り人きか っ た ．

　NO 、−N 濃度 は 1年区，2 年区，3 年区お よ び 5 年区 の す

べ て で 40 日ま で 低下を続け，1年区で ぱ 4  日で Ome ・L
−1
，

2 年区 お よ び 3 年 区 で は 80H で ほ ぼ Ome ・L
−
／
とな り，5

年区で は 4〔｝日に 4，5me ・L1 に低 ドした 後 ば変化 が なか っ

た ．新品区で は 1 日で 6．4me ・L
−1

に 低下 し 10 目に は Ome ・

L
−1

と な り，各処琿 区 よ りNO3 −N の 減少 が 著 し か っ た （第

3図）．

　培地内溶液 の EC は，1，2 お よび 3年区間に は 差が な く
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第 2 図　ス ギ 樹皮培地の 連川が 湛水後 の培地 の 重量 変化の 害rI

　　 合に 及ぼす影響

　　 ］ ：新品区，○ ：1年区，▲ ：2 年区，△ ：3年区，● ：5年区
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第 3 図 ス ギ 樹皮培地 の 連用 が窒 素 の 取 り込 み に 及 ぼ す影 響

　　 ［ ：新品 区，○ ：1年区，▲ 12 年区，△ ：3年区，● ：5年区

　　 エ ラ ーバ ーは 標準誤差 〔nr5 ）を 示 す
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第 4 図　ス ギ 樹皮 培地 内溶液 の EC お よ び pl【の 推移

　　 0 　1年 区，▲ ：2年区，△ ：3 年区，● ：5 年区

e／1

0．5 か ら 2．0　dS ・m
−L

前後を 推移す る こ とが 多か っ た の に 対

し，5 年区 で は い ずれ の 時期も他区に 比 べ て 高 く，1月上 旬

か ら 5 月 上 旬ま で は 1．9 か ら 2．5　dS・m
−1

の 範囲 に あ っ た

（第4 図 a）．培地 内溶液の pH は定植後 か ら徐 々 に 高 ま る傾

向が み られ，pH の 変動は 1年区が 最も大きく5．4 か ら 7．3

で そ の 幅 は L9 あ っ た が，2 年区，3 年区お よ び 5 年区で
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第 5 図 　ス ギ樹皮培地内溶液 の 無機成分濃度の 推 移
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第 2 表　ス ギ樹皮 培地 の 連 用 が収量 お よ び果実品質に 及 ぼ す 影響

処理 区
収量 （kg〆株）

1 果重 （9）
品質別 果数割合 （％ ）

全果 可 販果 健全 空 ど う 他 非 販

1年区

2年［ヌ：

3年区

5年区

10，  abZ10

，6a9
．8　ab9
．4b

9．8ab10
．3a9
．4　ab9

．［b

165al67
　a157al56a

77Q

／
5

7777 42141
　

1
　
1
　
1

rU

♂
05

∠
U

3555

z

同
一

文 字閥 に は Tukcy多市 検定 （P く 0，05）で 有意差 な し

は 変動幅 は 0，7 か ら 0．9 と小 さか っ た．5 年区 の pH は 7．2
〜8、4 と全期間 を通 じ他 の 区 よ り高 く推移 し，連用 が多い

区ほ ど高い 傾向が 認め られ た 〔第 4 図 b）．

　培地 内溶液 の 無機成 分濃度 の 推移 を 第 5 図 に 示 した．

NO3 −N は連用 に よ り高ま る 傾 向が 認め られ，1月上 旬以降

で は 1年区で 低 く，5 年区 で高く推移した．また ，1年区で

は 定植 1 か 月後の 11月上旬に 0．lme ・L
−1

まで 低くな っ た ．

K は 1年区で 低 く5 年区で 高い 傾向が み られ，2 年区 お よ

び 3年区は 2例を除ぎ 5年区と 1年区の 間の 値 を推移 した．

Ca お よ び Mg は 1年区の 4，5 月を除き 5 年区で 高 く推移

し，他 の 処理 区間 の 傾向は 明瞭で なか っ た．P お よ び so4

は 処理 の 影響 が み られ な かった．

　全果収量 ，
冂亅販 果収量 と も 1年区 よ り2 年区で 多い 傾向

が み られ，2 年区，3 年区お よび 5 年区間で は 連 用 す る ほ ど

低 下 す る 傾向が 認 め られ た （第2 表）．5年区の 収量は 2 年

区 よ り肩意 に 少なか っ た，1果重 お よび 品質別果数割合は

処理 の 影響が み られ なか っ た．第 L3 花房 の 茎径 は 1年区

で 有意 に 小 さ く，第5 花房 よ り上 の 花房 で は 処埋問に 差 は

み られ なか っ た （第6 図）．

　　　　　　　　　 考　 　察

培地 を利用す る養液栽培 シ ス テ ム で は培地素材の 保水性

15

　 13

量
顔 111
瑚

9

713579i

⊥ 1315

　　　　　　　　 （花房）

第 6 図 　ス ギ樹 皮培 地 の 連用 が 茎 径 に 及 ぼす 影響

　　 ○ ： 1年区，▲ ；2 年区，△ ：3 年区，● ：5年区

　　 エ ラ ーバ ー一
は 原準誤差 〔n − 4）を ・Jlす

あ るい は 通 気性，成 分 の 吸着 ・溶出，CEC 等 の 理化学性を

把握する必要が あ る （池田，2003），樹皮などの 有機培地に

つ い て ぱ，三 柑分布，保水率，CEC ，窒素の 取 り込み など

が 明らか に されて い る 〔細川 ∈），2001；岩尾 ら，1994；岩崎・

千葉，
1999），しか し ，

こ れ らの 報告で 用 い られ た有機培地

は 栽培 に 未使用 で あ り， 培地を継続 して 使用 す る点か らみ

た場合，実際に 連用 し た培地 の 理化学性 の 変化を検討す る

こ とが必 要 と考 え られ る．本実験 で は， 1・マ トを 促成栽培

した年数 の 異 な る ス ギ樹皮培地 を用 い て，培地 の 理化学性，
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培地 内溶液 の 成 分 濃度，生 育，収 量 を調 査 し，培 地 の 理 化

学性 の 変化，給液管理 お よび耐 用年数に つ い て考察した．

　本実験に お い て，液相率 お よび気相率 は新品区を除く処

理 区間 に 差が な く，保水性や 通気性 は連年使用 して も変化

しない と考えられた．しか し，固相率 お よ び仮比弔は 連用

に よ り有意 に 減少 し，さらに ス ギ樹皮 の 繊維は 連用 に よ り

細 く短 くな る こ とが観察され た ．香 1［「 〔1961） は 木材が腐

朽す る と全重量が 減少す る と述べ ，篠原ら 〔2002） ば ス ギ

樹皮が 水 性 バ ク テ リア に よ り食害 され る こ とを報告 して お

り，固相率お よび 仮比重 の 減少 は腐朽や 微生物 の 食害 が影

響して い る と考え られた，こ の よ うに ，液相率 ， 気相率 は

変化が なく固柑率が 減少 した こ とか ら，ス ギ樹皮培地 は連

用に よ り容積が 小 さ くな る と考え られ た．

　樹皮の CEC は 堆肥 化が 進む に つ れ て 人ぎ くな り，完熟す

る と元 の 2 〜3倍 に な る （相崎，1996）と され てい る．本

実験で も連用 に よ り CEC が大きくな り，3年区 で ぱ新品区

の 約 2 倍，5 年区 で は 約 2．5 倍 と な り堆肥 化が 進ん で い る と

考 え られ た．木下ら 〔1999）は もみ殻耕 で ト マ ト を栽培 し
，

3作 目終了va　i’こは もみ 殻 の 形状 が 崩れ堆EUI化す る こ とを報

告 し て い る が，本実験 の ス ギ樹皮培地に お い て も同様 な傾

向が 認め られ た．す な わ ち，ス ギ 樹 皮 が 細 く短 くな る こ と

に 加 え て，特に 培地 ド部で連用 が多い 区ほ どス ギ樹皮が も

ろ く崩れや す くなっ た．さ らに，培地下部 で は 根がマ ッ ト

状 に 堆積 し て い た，これ らの 現象は 5 年区で 顕著に 認 め ら

れ，こ の よ うな物理的変化 は培地 の 重量変化の 割合に 影響

を及 ぼ した と考えられ た．甫量変化 の 割合 が 小さい 場合排

水性 が低下 し て い る と考え られ，培地下部が過湿に な り易

い こ とが示唆 され た．こ の 要囚の 一
つ と して ，本 シ ス テ ム

が培地底面 か ら毛管現象を 利用 した給液を 行 っ て い る こ と

も考 え られ る．

　各処理 区の 給液 EC お よ び培地 給液量 は 同 じ管理 と した

が
， 培地内溶液 の K

，
Ca

，
　Mg 濃度 は 1年区，

2 年区お よ び 3

年区に 比べ て 5年区で 高 く推移 し，こ れ ら陽 イ オ ン が 培地

内溶液 に 保持 され る 傾向が み られ た ，こ の よ うな傾 向 は，

前年度に 実施した 予備実験 （未発表）で使用 した ス ギ樹皮

培地 で連用 4年 H の 収穫開始期頃か ら認め られた．土壌に

お い て は 養 分 供給能力，肥 料成 分 の 保持能力 の 高 ま りは

CEC の 増加 に よ る こ と が 知 られて い る （和 田，1984）．ま

た，CEC は pllの 影響も受ける こ とも知られ て い る （和田，

1984），本実験で も 5 年区 で は 他の 処 理 区 に 比 べ て CEC が

高 く，培地 内 溶液 の pE
’iは 適 値 とさ れ て い る 6．0 〜6．5 （並

木，1986）よ り高い 8前後で推移して お り，K，　Ca，　Mg 濃度

が安定 して 高 く維持された もの と考えられた，有機培地 の

連用 と給液管理に つ い て，木 下ら （1999） は もみ殻培地 で

は 使用年次に 応 じた 給液管理 の 必要性を示峻 して い る．し

か し，本実験で は 連用 3 年ま で の 区 に 対 し て 5 年区で 培地

内溶液の NO3 −N ，　K ，　Ca，　Mg 濃度が高く推移 した が，培養液

の 成分濃度よ b督し く高ま っ た 成分 は な か っ た．こ の た め ，

給液 EC お よび給液量 の 管理 は 5 作 目 まで は 連用年数 に か

か わ らず変 更 す る必 要 は ない と考 え られ た．

　培養液に 浸漬後の 培地内養液 の NOi−N 濃度 は ， 各処理区

とも1−「数の 経過 に ともない 減少 し，NO3 −N 濃度 の 低下 の 程

度 は 新品区 で 最 も大きく，次い で 1年区，2 お よ び 3 年区

が ほ ぼ 同様 で ，5 年区で 最 も小さか っ た．こ の こ とか ら，窒

素の 取 り込 み は 連用／・1・−X が 少 な く，使用期間が短い ほ ど大

ぎい こ とが示 さ れ た．こ の 結！は ，培地内溶液の NO3 −N 濃

度の 順f・
’
t と類似す る もの で あ っ た．また，茎径 の 推移 を み

る と，第 L3 花房 で は 2，3お よ び 5年区 よ り 1年区で 小

さく，第 5 花 房 よ り上の 花房で は 処理間差が なく同程度 の

茎径 で あ っ た，こ の こ とか ら，
1 年区 の 栽培初期は 窒素 の

取 り込 み が 書 し く多 か っ た 新品区 と同 じ とみ る こ とが で

き，給液 した窒素が ス ギ樹皮 に 取り込 まれ 不 溶化 した 〔今

野 ら，1985） こ と に よ り，トマ ト の 窒素栄養 が低下 し第 L

3花房の 茎 径肥大が 抑制さ れ た と思 わ れ た．岩崎・千葉

（1999）ぱ数種の 有機培地 の 窒素 の 取 り込み を明 らか に し，

有機培地 で は窒素 の 取 り込 み が培養液紺成に 影響を 与える

可 能性 を述べ て い る．これ らの こ とか ら，新品の ス ギ 樹皮

培地 で は 初期 の 培養液 の 窒素濃度 を やや高め る こ とで，低

段花房の 生 育低下 を 同避 で きる と推察さ れ る、

　収 量 は 3 年 区 ま で は 差 が な く，ス ギ 樹皮培地 で ナ ス を 2

年連続栽培して も減収しない とした細 1［「・前 田 （2003）の

報告 と類似 した．しか し，5年 区の 収量は 2 年区 よ り有意

に 少なくな っ た ．これ は，5 年区 で は 2 年区に 比 べ て CEC

の 上昇，培地重量変化 の 割合 の 低 ド，培地肉溶液の 成分濃

度 の 高 ま りな ど の 変化が あ っ た こ とに よ る もの と考え られ

た，6年 目以降で は こ れ ら の 埋化学性が さ ら に 変化す る こ

とが 示峻され，また 収量 は 5 年区 よ りさ らに 低下 す る と予

測 され るた め，本 シ ス テ ム に お け る ス ギ 樹皮培地は 5 年連

用後 に 交換す る こ とが望 ま しい と考えられ る，今後は，使

用済み ス ギ樹皮培地 の 効果的 な堆肥化お よ び その 利用 に つ

い て 検討す る 必 要 が ある．

　　　　　　　　　　 摘　 要

　毛管給液を併用 した閉鎖型養液栽培 シ ス テ ム に お い て
，

トマ ト を 促成栽培 した年数 の 異な るス ギ 樹皮培地 の 理化学

性，培地 内溶液 の 成分濃度， トマ ト の 生育お よ び収量 に つ

い て 検討 し た．ス ギ 樹皮培地 の 二 相分布で は，液相 率 お よ

び気相率 は 連用 して も変化 しな か っ た が，固相率は連用年

数の 増加 に し た が い 低下 した．十 分 に 湛水 した 培地を本 シ

ス テ ム Eに 設 置 した 後の 培 地 重量 の 変化 は，連用 年数 が 多

い ほ ど小 さ か っ た．連用年数 の 増加 に よ り CEC は 高 くな

り，窒素 の 取 り込 み は 少なくな っ た．また，培地内溶液の

NO
，
−N 濃度 は 連用年数が 多 くな る に つ れ 高く推移す る 傾向

で ，K ，
　Ca

，
　Mg 濃度 は 3 年区 まで に 比べ 5 年区で 高く推移し

た ，茎径は 1年区の 第 1，3 花房で小さ か っ た 以外は連用 に

よ る 差は な か っ た．収量 は 2 年区 で 高 い 傾向に あ り，その

後は連用 に よ り低下 し，5 年区で は 2 年区と比べ て 有意 に

少 なか っ た．本突験 に よ り，連用 年数 の 違 い に よ るス ギ 樹
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皮培地 の 理 化学性 の 変化，収量 な どが 明 らか と な り，本 シ

ス テ ム に お け る ス ギ 樹皮培地は 5 年連用後 に 交換す る とよ

い こ とが示 唆さ れ た，
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